（中山間地域）

○○指定訪問入浴介護事業運営規程（抜粋）
第○章　指定訪問入浴介護の内容及び利用料その他の費用の額

（利用料等の受領）

第×条　法定代理受領サービスに該当する指定訪問入浴介護を提供した際には、その利用者から利用料の一部として、当該指定訪問入浴介護に係る居宅介護サービス費用基準額から当該指定訪問入浴介護事業者に支払われる居宅介護サービス費の額を控除して得た額の支払を受ける。

　　　２　法定代理受領サービスに該当しない指定訪問入浴介護を提供した際にその利用者から支払を受ける利用料の額と、指定訪問入浴介護に係る居宅介護サービス費用基準額との間に、不合理な差額が生じないようにする。

　　　３　前２項の支払を受ける額のほか、次の各号に掲げる費用の額の支払を利用者から受ける。

　　　　一　利用者の選定により通常の事業の実施地域以外の地域の居宅において指定訪問入浴介護を行う場合、その地域が厚生労働大臣が定める中山間地域であるときは、利用料金に１回につき５％の割増料金が加算される。また、実施地域外の居宅が中山間地域にない場合は訪問に要する交通費が加算される。（市町村境界から１キロメートルにつき○○円）
　　　　二　利用者の選定により提供される特別な浴槽水等に係る費用

　　　４　前項の費用の額に係るサービスの提供に当たっては、あらかじめ、利用者又はその家族に対し、当該サービスの内容及び費用について説明を行い、利用者の同意を得る。

第△章　通常の事業の実施地域

（通常の事業の実施地域）

第□条　通常の事業の実施地域は、○○市の区域とする。

指定訪問入浴重要事項説明書（抜粋）

４　利用料金

　（１）利用料

　　　　　介護保険からの給付サービスを利用する場合は、原則として基本料金（料金表）の１割です。ただし、介護保険の給付の範囲を超えたサービス利用は全額負担となります。

　　　　【基本料金】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	利用料
	自己負担額

	看護職員１名、介護職員２名で行う介助
	１２，５００円／回
	１，２５０円／回

	介護職員３名で行う介助
	上記料金の９５／１００が利用料になります。

	清拭又は部分浴の場合
	上記料金の７０／１００が利用料になります。


　　　　

＊ご契約者が未だ要介護認定を受けていない等の場合には、サービス利用料金の全額をいったんお支払いいただきます。要支援又は要介護の認定を受けた後、自己負担額を除く金額が介護保険から払い戻されます（償還払い）。また、居宅サービス計画が作成されていない場合も償還払いとなります。償還払いとなる場合、ご契約者が保険給付の申請を行うために必要となる事項を記載した「サービス提供証明書」を交付します。
　（２）交通費

　　　　　上記１の（１）のサービスを提供する地域にお住まいの方は無料です。

　　　　　それ以外の地域にお住まいの方で、その地域が厚生労働大臣が定める中山間地域であるときは、利用料金に１回につき５％の割増料金が加算されます。また、中山間地域外にお住まいの方からは介護従業員が訪問するための交通費の実費をご負担していただくことになります。自動車を使用した場合は、
事業の実施地域を超えた地点から片道○○キロメートルまで　　○○○円

事業の実施地域を超えた地点から片道○○キロメートル以上１キロメートル増すごとに○○○円に××円を追加
　　　　
　　　　　　
